
ボリュームキャッシュを使用する
Volume caching
NetApp
January 13, 2026

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/console-volume-caching/use/cache-use-
overview.html on January 13, 2026. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

ボリュームキャッシュを使用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ボリュームキャッシュの使用の概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ボリュームキャッシュを使用してキャッシュを作成する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ボリュームキャッシュのランディングページからの手順 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

NetApp Consoleシステムページからの手順 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3

キャッシュを管理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

キャッシュの詳細を表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

キャッシュを編集する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

別のキャッシュエクスポートポリシーを割り当てる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

キャッシュのサイズを変更する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

キャッシュを削除する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7

監査ページでボリューム キャッシュ ジョブを監視する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7



ボリュームキャッシュを使用する

ボリュームキャッシュの使用の概要

ボリューム キャッシュを使用すると、次の目標を達成できます。

• "キャッシュを作成する" 。

• "キャッシュの詳細を表示" 。

• "エクスポートポリシーを変更してキャッシュのサイズを変更する" 。

• "ボリュームキャッシュ操作を監視する" NetApp Consoleの監査ページ。

ボリュームキャッシュを使用してキャッシュを作成する

ボリューム キャッシュは、リモートの場所に永続的な書き込み可能なボリュームを提供
します。ボリューム キャッシュを使用すると、データへのアクセスを高速化したり、頻
繁にアクセスされるボリュームのトラフィックを軽減したりできます。キャッシュされ
たボリュームは、特にクライアントが同じデータに繰り返しアクセスする必要がある場
合など、読み取り集中型のワークロードに最適です。ソースシステムの 1 つ以上のソー
スボリュームをキャッシュソースとして使用して、 Amazon FSx for ONTAP、 Cloud

Volumes ONTAP、オンプレミスONTAP間のボリュームキャッシュを作成できます。次
に、キャッシュ ボリュームのストレージ仮想マシンを選択します。

キャッシュされたボリュームは、ソース ボリュームと同じクラスター上にも、異なるクラスター上にも配置
できます。キャッシュするために選択するボリュームは同じストレージ VM に属している必要があり、ストレ
ージ VM は同じプロトコルを使用する必要があります。

ボリュームがキャッシュに適さない場合は、選択できないようにグレー表示されます。

キャッシュされたボリュームのサイズを、ソース ボリュームのサイズのパーセンテージとして入力できま
す。

キャッシュされたボリュームによって使用される IPSpace は、ソース ストレージ VM によっ
て使用される IPSpace によって異なります。

キャッシュされたボリューム名は、 `_cache`元のボリューム名に追加されます。

ボリュームキャッシュのランディングページからの手順

1. NetApp Consoleにログインします。

2. 左側のナビゲーションから モビリティ > ボリューム キャッシュ を選択します。

ボリューム キャッシュ ダッシュボード ページが表示されます。ボリューム キャッシュ オプションを初
めて使用する場合、キャッシュ情報を追加する必要があります。その後、代わりにダッシュボードが表示
され、キャッシュに関するデータが表示されます。
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NetApp Consoleエージェントをまだ設定していない場合は、[キャッシュの追加] オプショ
ンではなく、[コンソール エージェントの追加] オプションが表示されます。この場合、ま
ずコンソール エージェントを設定する必要があります。参照 "NetApp Consoleのクイック
スタート"。

3. *キャッシュを追加*を選択します。

4. キャッシュ データ ページで、システム ソース キャッシュとターゲット キャッシュを選択し、キャッシ
ュ ウィザードの開始 を選択します。

5. 「キャッシュの構成」ページで、キャッシュするボリュームを選択します。

最大50巻まで選択できます。

6. VM の詳細またはボリューム サイズをさらに変更するには、ページを下にスクロールします。

7. キャッシュ ボリュームのサイズを、ソース ボリュームのサイズのパーセンテージとして入力します。

経験則としては、キャッシュ ボリュームのサイズはソース ボリュームのサイズの約 15%

にする必要があります。

8. キャッシュ アクセス ボックスをオンにして、NFS エクスポート ポリシー ルールと SMB/CIFS 共有構成
をソース ボリュームからターゲット キャッシュ ボリュームに複製します。

その後、ソース ボリューム内の NFS エクスポート ポリシー ルールと SMB/CIFS 共有がキャッシュ ボリ
ュームに複製されます。キャッシュ ストレージ VM で SMB/CIFS プロトコルが有効になっていない場
合、SMB/CIFS 共有はレプリケートされません。

9. 必要に応じて、キャッシュ名のプレフィックスを入力します。

接尾辞 _cache`次の形式で名前に追加されます: `<user-specified prefix>_<source volume

name>_cache

10. *キャッシュを作成*を選択します。
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新しいキャッシュがキャッシュ リストに表示されます。キャッシュボリューム名が表示されます
`_cache`ソースボリューム名の接尾辞として。

11. 操作の進行状況を確認するには、 NetApp Consoleメニューから [管理] > [監査] を選択します。

NetApp Consoleシステムページからの手順

1. NetApp Consoleシステム ページから、作業環境を選択します。

2. ソース システムを選択し、宛先にドラッグしま

す。

3. *ボリューム キャッシュ*を選択します。

これにより、ソースから宛先へのキャッシュ ボリュームが作成されます。

4. 右側のペインの「キャッシュ オプション」ボックスで、「追加」を選択します。

5. キャッシュ データ ページで、キャッシュするシステムを選択し、キャッシュ ウィザードの開始 を選択し
ま

す。

6. 「キャッシュの構成」ページで、キャッシュするボリュームを選択します。
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最大50巻まで選択できます。

7. VM の詳細またはボリューム サイズをさらに変更するには、ページを下にスクロールします。

8. キャッシュ ボリュームのサイズを、ソース ボリュームのサイズのパーセンテージとして入力します。

経験則としては、キャッシュ ボリュームのサイズはソース ボリュームのサイズの約 15%

にする必要があります。

9. キャッシュ アクセス ボックスをオンにして、NFS エクスポート ポリシー ルールと SMB/CIFS 共有構成
をソース ボリュームからターゲット キャッシュ ボリュームに複製します。

その後、ソース ボリューム内の NFS エクスポート ポリシー ルールと SMB/CIFS 共有がキャッシュ ボリ
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ュームに複製されます。キャッシュ ストレージ VM で SMB/CIFS プロトコルが有効になっていない
場合、SMB/CIFS 共有はレプリケートされません。

10. 必要に応じて、キャッシュ名のプレフィックスを入力します。

接尾辞 _cache`次の形式で名前に追加されます: `<user-specified prefix>_<source volume

name>_cache

11. *キャッシュを作成*を選択します。

新しいキャッシュがキャッシュ リストに表示されます。キャッシュボリューム名が表示されます
`_cache`ソースボリューム名の接尾辞として。

12. 操作の進行状況を確認するには、 NetApp Consoleメニューから [管理] > [監査] を選択します。

キャッシュを管理する

キャッシュを編集したり、エクスポート ポリシーを変更したり、キャッシュのサイズを
変更したり、キャッシュを削除したりできます。

ボリューム キャッシュを使用すると、次の目標を達成できます。

• キャッシュの詳細を表示します。

• キャッシュに別のエクスポート ポリシーを割り当てます。

• ボリューム キャッシュを編集し、サイズなどを変更します。編集には他のプロパティを表示および変更す
るオプションがあり、今後のリリースでは編集にさらに多くのプロパティが追加される予定です。

• 元のボリューム サイズのパーセンテージに基づいて既存のキャッシュのサイズを変更します。

• キャッシュを削除します。

キャッシュの詳細を表示

キャッシュごとに、元のボリューム、作業環境、キャッシュ ボリュームなどを確認できます。

手順

1. NetApp Consoleの左側のナビゲーションから、モビリティ > ボリューム キャッシュ を選択します。

宛先システムで作成されたキャッシュ ボリュームのリストを表示できます。キャッシュのリストにはキャ
ッシュの詳細が表示されます。

2. リストをフィルタリングするには、「フィルタリング +」オプションを選択します。

3. 行を選択し、右側の*アクション…*オプションを選択します。

4. *詳細の表示と編集*を選択します。

5. 詳細を確認します。

キャッシュを編集する

キャッシュの名前、ボリューム サイズ、エクスポート ポリシーを変更できます。
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手順

1. NetApp Consoleの左側のナビゲーションから、Mobility > Volume Caching を選択します。

2. 行を選択し、右側の*アクション…*オプションを選択します。

3. *詳細の表示と編集*を選択します。

4. [基本構成] タブで、必要に応じて、キャッシュ名とキャッシュ ボリューム サイズを変更します。

5. 必要に応じて、[キャッシュ アクセス] タブを展開し、次の値を変更します。

a. マウント パス。

b. 既存のものとは異なる輸出政策。

6. SMB/CIFS 共有の詳細またはエクスポート ポリシー ルールを変更するには、オプションをクリックし
てNetApp System Manager にアクセスします。

7. *保存*を選択します。

別のキャッシュエクスポートポリシーを割り当てる

キャッシュに異なるエクスポート ポリシーを割り当てることができます。

ソース エクスポート ポリシー ルールをターゲット クラスターに適用する必要があります。

既存のエクスポート ポリシーをキャッシュに割り当てることができます。エクスポート ポリシ
ー ルールを変更することはできません。エクスポート ポリシーを変更する必要がある場合は、
NetApp System Manager を使用できます。

手順

1. NetApp Consoleの左側のナビゲーションから、Mobility > Volume Caching を選択します。

2. 行を選択し、右側の*アクション…*オプションを選択します。

3. *エクスポート ポリシーの変更*を選択します。

4. キャッシュに割り当てるエクスポート ポリシーを選択します。

5. *保存*を選択します。

キャッシュのサイズを変更する

ソース ボリュームのパーセンテージに基づいて、キャッシュ ボリュームのサイズを変更できます。

手順

1. NetApp Consoleの左側のナビゲーションから、Mobility > Volume Caching を選択します。

2. 行を選択し、右側の*アクション…*オプションを選択します。

3. *サイズ変更*を選択します。

4. 元のボリューム サイズの新しいパーセンテージを入力します。

キャッシュ ボリュームのサイズは新しいパーセンテージに合わせて変更されます。

5. *保存*を選択します。
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キャッシュを削除する

キャッシュが不要になった場合は削除できます。これにより、ボリューム キャッシュ関係が削除され、ター
ゲット ボリューム キャッシュが削除されます。

手順

1. NetApp Consoleの左側のナビゲーションから、Mobility > Volume Caching を選択します。

2. 行を選択し、右側の*アクション…*オプションを選択します。

3. *削除*を選択します。

4. ボックスにチェックを入れてください。

5. *削除*を選択します。

監査ページでボリューム キャッシュ ジョブを監視する

NetApp Consoleの監査ページを使用して、すべてのボリューム キャッシュ ジョブを監
視し、その進行状況を確認できます。

手順

1. NetApp Consoleメニューから、管理 > 監査 を選択します。

2. 必要に応じて、時間、サービス、アクション、エージェント、リソース、ユーザー、またはステータスで
フィルタリングします。

3. すべてのキャッシュと操作を調べます。
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